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SDGs の時代に始まる近未来型ビジネス研修 

「バリアフリーe スポーツスクール」を本格始動 
～誰もが主役になれるインクルーシブな共生社会へ～ 

 

●JR 東日本スタートアップ株式会社（代表取締役社長：柴田 裕）と JR 東日本スポーツ株式会社（代表取締役

社長：穴吹 昌弘）、株式会社 ePARA（代表取締役：加藤 大貴）は、エキナカ e スポーツ施設「Café&Bar RAGE 

ST」において、個性にあふれた障害当事者が講師を務め、e スポーツを通して交流の場をつくる近未来型の

SDGs 研修「バリアフリーe スポーツスクール」を本格始動します。 

●これまで過去 3 回、スクールの実証期間を経て「ゲームを通して、障害当事者の方と壁を感じることなく気兼

ねなく会話をすることができた」「障害のある方がやれることの多さ、可能性の広さを知った」「まだまだ当事者理

解が甘いこと、障害当事者のこれからの仕事の領域を社会に訴える材料が出来た」など反響の声を受け、この

度事業化することとなりました。 

●JR 東日本グループと ePARA の事業共創で、今後も「e スポーツ」を起点として、障害の有無にかかわらず就

労・交流できる機会を創出し、誰もが輝ける社会の実現に向けて取り組んでいきます。 

 

 
 

１．スクール概要 

開始時期 2024年 12月 17 日（火）〜 随時受付 

研修会場 Café&Bar RAGE ST ２階（JR池袋駅東口） 

使用タイトル 格闘ゲーム、サッカーゲーム、麻雀ゲーム など 



 
 

            
                           

 

                                         
 

活用事例 ・障害者理解の研修 

・障害当事者との実践的な交流機会 

・新入社員研修（ダイバーシティ理解、コミュニケーション促進） 

・e スポーツを活用した部活動支援 など 

受講対象者 ・企業の障害者雇用を推進する担当者 

・企業のダイバーシティ推進担当者 

・企業の人財育成研修担当者 

・特別支援学校の教師・生徒 

・就労支援施設の利用者・スタッフ など 

講師 ePARA所属のバリアフリーeスポーツ選手 

プログラム 3時間程度で以下のプログラムを行います 

・Chapter1（研修受講) 

・Chapter2（ゲーム交流) 

・Chapter3（意見交換・ディスカッション) 

お問い合わせ https://forms.gle/1Q3rrSD1mxL1TQ1q8 

その他 ePARA担当者より、フォームからお問い合わせいただいた連絡先へすり合わせの

詳細ご連絡をいたします（目安：営業日 2～3日以内） 

ダイジェスト 

動画 

https://youtu.be/q8Y13E5KIW4 

 

 

２．「バリアフリーe スポーツスクール」の本格始動の背景について 

JR 東日本グループは、グループ経営ビジョン「変革 2027」において「ヒトを起点とした新たな価値・サービスの

創造」により、すべての人の心豊かな生活を実現していくことを掲げています。JR 東日本スポーツは、e スポー

ツ施設の運営に携わりながら、誰でもチャレンジできる e スポーツの可能性と、こどもからシニアまでの健康サポ

ート事業を掛け合わせて、“競う”ことから学べる楽しさ・モチベーション向上を目指した取組みを企画・試行して

います。 

また、ePARA は、障害の有無にかかわらず、すべての人が活躍できる社会を目指し、バリアフリーe スポーツ

を契機に個人の能力開発や就労機会の創出を促進しています。 

日本には 1160 万人の障害者がいる中で、就労しているのはまだ 64 万人という現状があります。また、雇用

主と障害当事者が必ずしも双方ともに幸せになっていない事例も多く、誰もが輝ける職場づくりが求められてい

ます。こうした背景の中で、「障害者」としてではなく、「一人の人間」として評価され、ゲームの主人公のように一

人一人が輝ける舞台・環境づくりを生み出していきたいと考えています。 

JR 東日本スタートアッププログラムの実証期間の中で実施した「バリアフリーe スポーツスクール」で、参加者

からご好評の声をいただいたことを受け、この度本格始動することとなりました。展開にあたり、JR 東日本グル

ープ内での障害者理解や交流促進、JR 東日本スポーツと連携した法人販売なども随時開始していきます。 

JR 東日本グループと ePARA で本取り組みをさらに推進し、障害当事者が躍動する共生社会の実現を目指し

ます。 

 

 

 

https://forms.gle/1Q3rrSD1mxL1TQ1q8
https://youtu.be/q8Y13E5KIW4


 
 

            
                           

 

                                         
 

３．本取り組みの日本ソーシャル・イノベーション学会での発表について 

これまでに行ったバリアフリーe スポーツスクールの様子や参加者の声をまとめ、日本ソーシャル・イノベーシ

ョン学会年次大会にて発表を行い、論文賞を受賞いたしました。こちらは、実際にバリアフリーe スポーツスクー

ルの講師を行った障害当事者 1 名と、ソーシャルイノベーションや統計解析を行う研究者が共同で取り組んだも

のです。大会運営委員からは、「当事者の視点が組み込まれており、躍動感のある論文だった」、「ぜひ、他の関

連学会でも発表してほしい」というコメントをいただきました。 

今後も、学会発表や論文誌への投稿を通じて定性的・定量的視点から本取り組みを発信してまいります。 

 
 

４．JR 東日本スタートアッププログラムについて 

ベンチャー企業や様々なアイディアを有する方々から、駅や鉄道、グループ事業の経営資源や情報資産を活

用したビジネス・サービスの提案を募り、ブラッシュアップを経て実現していくプログラムです。2017 年度に初め

て開催し、今回までに合計 120 件の提案を採択。鉄道事業や IT 事業など幅広い分野の実証実験を行い、一部

の取り組みは実用化にいたりました。なお、内閣府主催の 2018 年度第 1 回日本オープンイノベーション大賞に

おいて、経済産業大臣賞を受賞、2020 年度第 3 回同賞において、環境大臣賞を受賞しました。 

ePARA は JR 東日本スタートアッププログラム 2023 年秋の採択企業で、「バリアフリーe スポーツを起点とし

た共生社会の実現」というテーマで共創に取り組んでいます。 

 

◆関連記事 

ePARA は JR 東日本スタートアッププログラム 2023 秋にて総合グランプリ「スタートアップ大賞」を受賞しました。 

https://epara.jp/activities/240606-01/ 

 

５．Café&Bar RAGE ST について 

株式会社 JR 東日本クロスステーション、株式会社ジェイアール 

東日本企画、JR 東日本スポーツ株式会社の JR 東日本グループ 

3 社と、国内最大級の e スポーツエンターテインメント「RAGE」が 

e スポーツに関する新規事業を行うために開業した施設です。 

カフェバーで本格的な飲食を楽しみながらの e スポーツ観戦や、 

人気 e スポーツタイトルをハイスペックな環境でプレイできるなど 

新たな e スポーツのカルチャーを発信する拠点となっています。 

 

６．バリアフリーe スポーツ「ePARA」について 

「本気で遊べば、明日は変わる。」をステートメントに掲げ、バリアフリーe スポーツ（※1）を提唱。e スポーツを

通じた誰もが輝ける社会づくりを目指しています。障害×ゲームの文化祭「ePARA CARNIVAL 2022 SPRING」の

https://epara.jp/activities/240606-01/


 
 

            
                           

 

                                         
 

開催、全盲の選手による格闘ゲームイベント「心眼 CUP」の開催、バリアフリープロジェクトチーム「Fortia」支援

など、障害当事者との共創を積極的に行っています。 

※1 バリアフリーe スポーツとは、「年齢・性別・時間・場所・障害の有無を問わず参加できる環境の下行われるｅスポーツ」を意味

する ePARA 発の造語です。  

 

【各社概要】 

JR 東日本スタートアップ 

会 社 名： ＪＲ東日本スタートアップ株式会社 

所 在 地： 東京都港区高輪 2-21-42 

代 表 者： 代表取締役社長 柴田 裕 

設 立： 2018 年 2 月 

事業内容： ベンチャー企業への出資及びＪＲ東日本グループとの協業推進 

U R L： https://jrestartup.co.jp/ 

 

JR 東日本スポーツ 

会 社 名： ＪＲ東日本スポーツ株式会社 

所 在 地： 東京都豊島区南大塚 3-33-1JR 大塚南口ビル 7F 

代 表 者： 代表取締役社長 穴吹 昌弘 

設 立： 1978 年 3 月 

事業内容： フィットネスクラブ、スイミングクラブ等のスポーツ施設の建設・運営/フットサルクラブの運営/ 

リラクゼーションスポットの運営/スポーツ事業の受託/介護予防サービス事業 

U R L： https://www.jresports.co.jp/ 

 

ePARA 

会 社 名： 株式会社 ePARA 

所 在 地： 埼玉県戸田市下前 1-14-8 

代 表 者： 代表取締役 加藤 大貴 

設 立： 2016 年 11 月 

事業内容： バリアフリーe スポーツ事業/障害者の就労支援事業/社会実証および共創・研究開発支援事業 

U R L： https://epara.co.jp/  

 

https://jrestartup.co.jp/
https://www.jresports.co.jp/
https://epara.co.jp/

